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Ⅴ．特記事項 

1．IOT Vision Compass 2030 への取組み 

本学は、平成 13(2001)年の開学以来、科学技術の進歩を背景として、技術と技能を身に

付け、「たくみの心」を持ったテクノロジストを育てるという理念を掲げて、ここまで着実

に進んできた。一方で、資本主義や民主主義といった現代社会を支える基本的な仕組みの

限界、地球環境の劣化、資源枯渇、地域間格差といった地球規模の課題が顕在化し、世界

情勢はますます不安定になっている。それだけ時代の変化も激しく、課題は山積しており、

ものづくり社会において安定的な発展に貢献する本学の責任は一層重くなっている。 

令和 3(2021)年の開学 20周年を機に公表した将来ビジョン「IOT Vision Compass 2030」

では、「社会から必要とされる唯一無二の大学」を目指し、教育および研究活動の質を一層

高めるとともに、大学の経営や運営についても、従来の発想から脱し、そのあり方をより

ダイナミックに転換することとした。そのためには令和 2(2020)年 4 月に制定したブラン

ドスローガンの「進化する技・深化する知」の推進とともに、将来ビジョンが描く新たな

大学の姿を全学で共有し、教職員一丸となって改革を力強く進めていく。 

さらに、下記の図で示した 4 つの方針については、今後の社会状況の変化の把握や「も

のつくり大学教育研究推進連絡協議会」及び「ものつくり大学埼玉県地域連絡協議会」な

ど各界からの意見を踏まえて更新していく。 

 

 
※「IOT Vision Compass 2030」は、2021 年 11 月 1 日の開学 20 周年式典、20 周年記念誌、 

大学ウェブサイト等で公表している。 

 

 

 


